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集5章　舞曲
本章ではこの研究を通して得られた成果を要約して述べた｡
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論文審査結果の要旨
近年､環境問題や石油資源の枯渇-の危険から､代替エネルギーの導入とエネルギーヰり用の効率化が必要とされ､
クリーン､かつ無尽蔵のエネルギー供給源として太陽電池-期待が高まっている.太陽電池の一一つに色素噌感太陽
電池があり､これは半導体薄膜の光機能毎極に担持された色素の反応によりエネルギー変換を行うことから､薄膜
の高表甜ヒと電子移動特性が重要となる.一方､酸化チタンナノ粒子のアルカリ水熱処理により酸化チタンウノ
ワイヤーの生成を見出したが､このような繊維状半導体材料を光機能電極-応用した研究例は少ない0本研究では､
酸化チタンナノワイヤーの高い表面積と繊維状形状による電子移動相生とに着目し､光機能電極-の応用による光
電気エネルギー変換特性の向上を目的としている｡本論文はこの研究成果についてまとめたもので､全5章より構
成されている｡
第1争淵論であり､本研究の背景と目的について述べている｡
第2章では､酸化チタンナノワイヤーの調製条件と表面積､および熱処理と結晶構造の関係を述べている｡前駆
体の分散性と生成物の表面積との関係を明らかにし､調製条件の巌酎ヒにより､従来のナノチューブなどの繊維状
酸化チタンと比べ高い表面積が得られることをはじめて明らかにした｡また､酸化チタンナノワイヤーが二チタン
酸カリウムに相当する結晶構造を持つことを明らかにしている｡さらに､熱処理により､高い表面積と微細なワイ
ヤー形状を維持したまま､結晶性の高いアナタ-ゼ相を持つ酸化チタンナノワイヤーが得られることを明らかにし
た｡
第3章では､酸化チタンナノワイヤーによる光機能電極の電子移動特性-の影響に関し､ナノワイヤー中におけ
る電子移動について述べている｡表面化学発光､および蛍光発光について観測し､酸化チタンナノワイヤーの熱処
理による変化が電子寿命に及ぼす影響について明らかにし7㌔また､酸化チタンナノワイヤー中における電子寿命
がナノ粒子に比べて長いことを明らかにし､光機能電極における電子移動特性の向上を示した｡
第4章では､酸化チタンナノワイヤーを用いた光機能電極によるエネルギー変換特性-の効果について述べてい
る｡光機能電極-の酸化チタンナノワイヤーの添加により､色素増感太陽電池では光電変換効率が向上することを
明らかにした｡このとき､酸化チタンナノワイヤーの高い表面積と､光散乱効果による光捕集効率の向上により､
効果が示されることを明らかにした｡一方､エレクトロクロミックディスプレイに応用した場合､酸化チタンナノ
ワイヤー電極により発色時の吸光弓娘が増加することを明らかにした｡また､酸化チタンー色素間の電子移動-電解
㈱ミ影響することを明らかにし､高粘性溶媒を用いることで､過去の研究例に見られない程の長期のメモリー
性が得られることを示した｡
第5章は以上の結果をまとめた総括である｡
以上､要するに本論文は､電極材料として適した酸化チタンナノワイヤーを得るアルカリ水熱反応の合成条件を
はじめて見出し､これを適用した光機能電極による高効率なエネルギー変換デ/Vスの実現を示した研究であり､
無機柿帥ヒ学､並びに環境科学の発展に寄与するところが少なくない.
よって､本論文古淵宰潮の学位論文として合格と認める.
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